
　

間
も
な
く
所
得
税
と
市
県
民
税

の
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
必

要
な
書
類
を
準
備
し
て
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
地
域
別
に
申
告
相
談
会

場
を
設
け
ま
す
。
申
告
相
談
を
希

望
す
る
人
は
、
申
告
相
談
会
場
地

区
別
日
程
表
を
確
認
の
上
、
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
場
は
か

な
り
混
雑
し
ま
す
の
で
、「
確
定

申
告
の
手
引
き
」
な
ど
を
参
考
に

自
分
で
申
告
書
を
作
成
し
、
提
出

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
申
告
（
ｅ

－

Ｔ
ａ

ｘ
）
を
利
用
し
て
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
本

人
の
電
子
署
名
と
電
子
証
明
書
を

添
え
て
送
信
し
た
人
は
、最
高
５
、

０
０
０
円
の
税
額
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
平
成
19
・

20
・
21
年
分
に
利
用
し
た
人
以

外
）。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

　

・
営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の

　

所
得
が
あ
る
人
で
、
昨
年
１
年

　

間
の
合
計
所
得
金
額
が
、
基
礎

　

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

　

除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

　

を
超
え
る
人

　

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
、
給
与

　

所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が

　

20
万
円
を
超
え
る
人

　

・
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら

　

っ
て
い
る
人

　

・
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超

　

え
る
人

　

　

・
医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控
除
、

　

雑
損
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

　

別
控
除
（
１
年
目
）
な
ど
を
受

　

け
る
人

※
生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
満
期
・

　

解
約
保
険
金
も
一
時
所
得
と
し

　

て
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

▽
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
る
人
は
、
原
則
と

し
て
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で

す
。
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

　

・
平
成
22
年
中
の
所
得
が
給
与
ま

　

た
は
公
的
年
金
の
み
で
あ
る
人

※
平
成
22
年
中
の
所
得
が
給
与
ま

　

た
は
公
的
年
金
の
み
で
も
、
所

　

得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
は
な
い

　

が
医
療
費
控
除
、寄
付
金
控
除
、

　

雑
損
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
を

　

受
け
よ
う
と
す
る
人
は
申
告
書

　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
生
命
保
険
が
満
期
に
な
っ
た

と
き
の
申
告
は
？

　

平
成
22
年
中
に
生
命
保
険
が
満

期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
必
要
で
す

　

生
命
保
険
な
ど
の
満
期
や
解
約

の
際
の
一
時
金
は
、
一
時
所
得
に

該
当
し
、
課
税
対
象
所
得
と
な
り

ま
す
の
で
申
告
が
必
要
で
す
。
生

命
保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く
一
時

所
得
の
計
算
は
、（
一
時
金+

剰

余
金
・
割
戻
金

－

保
険
料
ま
た
は

掛
金
の
総
額

－

50
万
円
）
÷
２
で

求
め
た
金
額
で
す
（
０
円
以
下
と

な
る
場
合
一
時
所
得
は
０
円
と
な

り
、
他
の
所
得
と
損
益
通
算
は
で

き
ま
せ
ん
）。
一
時
所
得
が
０
円

で
あ
る
場
合
は
申
告
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
個
人
年
金
の
申
告
は
？

　

生
命
保
険
契
約
に
基
づ
く
年
金

の
受
け
取
り
が
あ
り
ま
し
た
。
申

告
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ

う
か
。

Ａ
．
必
要
で
す

　

生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契

約
な
ど
に
基
づ
く
年
金
は
、
雑
所

得
に
該
当
し
課
税
対
象
所
得
と
な

り
ま
す
の
で
、申
告
が
必
要
で
す
。

生
命
保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く
雑

所
得
の
計
算
は
（
支
払
金
額

－

年
金
の
支
払
金
額
に
対
応
す
る
保

険
料
額
）で
求
め
た
金
額
で
す（
０

　

午
後
１
〜
４
時

▽
申
告
時
に
必
要
な
も
の

　

・
源
泉
徴
収
票

　

・
生
命
保
険
な
ど
の
支
払
証
明
書

　

・
印
鑑

　

・
通
帳

　

・
そ
の
他
必
要
書
類

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

　

国
税
庁

　

HP http://w
w
w
.nta.go.jp

　

※
公
的
年
金
受
給
者
で
、
扶
養
親

　

族
等
申
告
書
を
日
本
年
金
機
構  

　

へ
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
扶

　

養
控
除
の
申
告
を
す
る
と
市
県

　

民
税
が
少
な
く
な
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

▽
開
催
日
・
地
区
別
会
場

　

左
表
の
と
お
り

※
４
カ
所
の
申
告
会
場
が
あ
り
ま

　

す
が
、
開
い
て
い
る
会
場
は
常

　

に
１
カ
所
だ
け
で
す
。　

▽
相
談
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

円
以
下
と
な
る
場
合
は
公
的
年
金

等
の
雑
所
得
と
損
益
通
算
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
他
の
所

得
と
損
益
通
算
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
）。

Ｑ
．
10
万
円
以
下
の
医
療
費
の
控

除
は
？

　

平
成
22
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
が
10
万
円
以
下
で
し
た
が
、
医

療
費
控
除
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
か
。

Ａ
．
所
得
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

　

医
療
費
控
除
額
は
支
払
っ
た
医

療
費
の
領
収
書
の
総
額
が
、
10
万

円
ま
た
は
総
所
得
金
額
等
の
５
％

の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
金
額
を

超
え
る
額
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

所
得
が
２
０
０
万
円
以
下
の
人
で

あ
れ
ば
支
払
っ
た
医
療
費
が
10
万

円
以
下
の
場
合
で
も
医
療
費
控
除

の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
領
収
書
は
必
ず
保
管
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
費
控
除
は
支
払
っ

た
医
療
費
が
還
付
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
所
得
税
・
市
県
民
税
の

所
得
控
除
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
所
得
税
な
ど
源
泉
徴
収
さ
れ

て
い
る
も
の
が
な
い
場
合
、
還
付

さ
れ
る
金
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
次
の
よ
う
な
医
療
費
は

医
療
費
控
除
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
税
務
署
ま
た
は
税
務
課

市
民
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

　

費
用

　

・
医
師
の
診
断
書
作
成
費
用

　

・
人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
の
費

　

用
（
た
だ
し
、
診
断
の
結
果
重

　

大
な
病
気
が
発
見
さ
れ
、
引
き

　

続
き
そ
の
病
気
の
治
療
を
受
け

　

た
場
合
は
対
象
）

　

・
差
額
ベ
ッ
ド
料
金
（
た
だ
し
、

　

医
師
の
指
示
に
よ
り
個
室
に
入

　

る
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
が

　

あ
る
場
合
は
対
象
）

　
Ｑ
．
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
控
除
は
？

　

国
民
健
康
保
険
税
を
支
払
っ
て

い
ま
す
が
、
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
か
。
ま
た
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
支
払
っ

た
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ
．
ど
ち
ら
も
対
象
に
な
り
ま
す

　

平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
12
月
31
日
ま
で
に
、
申
告
者

が
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
全
額

が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

た
場
合
は
年
金
受
給
者
の
控
除
と

な
り
ま
す
。
年
末
調
整
で
申
請

を
し
な
か
っ
た
人
や
年
金
受
給
者

は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
保
険
料

な
ど
が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
所

得
税
・
市
県
民
税
が
少
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
障
害
者
手
帳
で
の
控
除
は
？

　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ
．
対
象
に
な
り
ま
す

　

身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人
、
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
を
扶
養
し
て
い
る
人
は

申
告
に
よ
り
年
収
か
ら
一
定
の
額

が
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

給
与
所
得
者
で
、
年
末
調
整
時

に
障
害
者
控
除
の
手
続
き
が
行
え

な
か
っ
た
人
、
年
末
調
整
以
降
に

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
新
し
く
交

付
さ
れ
た
人
や
等
級
変
更
の
あ
っ

た
人
は
、
確
定
申
告
に
よ
っ
て
障

害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

開催日 地区 会場

２
月

16 日（水） 西須恵・東須恵・飯井

ゆめトピア長船
2階リフレッシュスタジオ

17 日（木） 牛文・磯上
18 日（金） 福里・土師
21 日（月） 福岡
22 日（火） 服部
23 日（水） 八日市・長船
24 日（木） 長浜

牛窓町公民館
３階大会議室

25 日（金） 鹿忍・千手
28 日（月） 牛窓

３
月

1日（火） 牛窓
2日（水） 福谷・虫明 裳掛コミュニティセンター
3日（木） 上笠加・下笠加・箕輪・北池

瀬戸内市役所
２階大会議室

4日（金） 大富・福山・向山・北島
7日（月） 尻海・庄田
8日（火） 東谷・豊原・大窪
9日（水） 尾張・山手・豊安
10 日（木） 山田庄
11 日（金） 本庄・上山田・下山田
14 日（月） 豆田・福元・百田・宗三・福中
15 日（火） 地区指定なし

確定申告とは、2 月 16 日から 3月 15 日までに、前年の 1月 1 日から 12 月 31 日ま
での 1年間に得たすべての所得とその所得に係る税金を計算し、確定申告書を提出し
て、源泉徴収や予定納税で納めた税金などとの過不足を精算する手続きのことです。

　
　西大寺税務署では、確定申告期間中の日曜日に申
告相談を実施する日を設けています。

▽相談日　２月 20 日（日）・27 日（日）

▽会場　ままかりフォーラム　（岡山市北区駅元町１４-１）
■問い合わせ先
　西大寺税務署　☎０８６-９４２ - ３８１５

確定申告期間中の日曜日も相談実施
よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

確
定
申
告
Ｑ
＆
Ａ

申告相談会場地区別日程表

特集



を
所
有
し
て
い
る
人
は
左
表
に
よ

り
３
月
末
ま
で
に
、
廃
車
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

邑久
担当区分 氏名 電話

邑
久

中村・保止 野﨑一正 0869-22-0280
船輪・田中 上村一德 0869-22-1666
山手・千町 大河原福子 0869-22-1197
真徳・亀ヶ原 嘉　利巳 0869-22-0785
福吉・福吉東・邑久ハイツ・邑久ブルー
ハイツ・ナイスアベニュー・小学校西 濵邉宏 0869-22-1158

中庄西・エムズガーデン山田庄・雇用促進・
市営住宅・内田アパート・リーブラ 堀野誠一 0869-22-1195

中庄東・小物屋・あさひコーポ 正宗洋三 0869-22-1422
邑久団地・ホームランド邑久 小林俊夫 0869-22-1917
レストタウン邑久・駅前 中道美鶴 0869-22-3268
昭和苑・カトレア団地 出井勝利 0869-22-2988
岡南・金重・和幸団地 高祖啓輔 0869-22-0734
豊安・エムズトキオ 赤枝行正 0869-24-2200

福
田

八丁・豆田・四軒家 稲谷弘昌 0869-22-0539
福元・市営住宅・フラワーピースタウン・
福元団地・スマイル福元 岡勝典 0869-22-1348

百田・宗三・平成団地 赤木　子 0869-22-0620
福中 本多敏弘 0869-22-1509
福元グリーンタウン 1～ 17 ブロック 佐藤政江 0869-22-3215
福元グリーンタウン 18 ～ 31 ブロック 田淵彰彦 0869-24-0150

今
城

沖庄・沖田・下田中 蟻正博美 0869-22-1780
川田・中村・北堀・橋本・上田中 細川敦子 086-943-2802
福山 𠮷尾幸子 086-942-5529
向山 太田英晴 086-943-3120
仁生田・田渕・上寺東ハイツ 加藤晴久 0869-24-1446
西谷・東谷・上寺・あすなろ団地・ベル
タウン北島 永守修一 086-943-9766

豊
原

東谷・大橋・大賀島 西﨑哲義 0869-22-2855
円張 中山しをり 0869-22-3985
潤徳・中井 青木健一 0869-22-0928
大窪・宮の本・小山・茶屋本サウスタウン 木村廣治 0869-22-1203

本
庄

横尾・西庄・尾の村・藤峠・西谷・下浦・東谷 武久源男 0869-22-1160
大土井・土佐・水落・石仏・夢の郷 木村誠 0869-22-0360
上山田 貝原礼子 0869-22-1454
下山田（第二夢二苑含む） 大𦚰孝一 0869-22-1170

笠
加

上笠加西・上笠加中１／２・箕輪 入江誠一郎 0869-22-0075 
上笠加明治・上笠加中１／２・北池 赤木勝子 0869-22-0381
下笠加・上笠加片山 入江惠子 0869-22-2938

玉
津

敷井・通り山 谷勇二 0869-24-0526
大東・中東・錦海 内田芳男 0869-24-0075
市場・西部 河原久美子 0869-24-1458
庄田・大土井 岩田昇 0869-22-1755 

裳
掛

鍛治谷・中倉・知尾 出井文子 0869-25-0030
下寺・間口・前伯 久本明豊 0869-25-0523
新町・田辺里 井上一 0869-25-2338
上町 谷口眞一 0869-25-0417
浜 横山清 0869-25-0634 
瀬戸 山根和美 0869-25-0421
瀬溝 山本稔 0869-25-0719
黒井・白谷・布浜・愛生・光明 黒井正風 0869-25-0003

主任児童委員
尾﨑眞弓 0869-22-2755
上野洋子 0869-22-3314
出井計子 0869-25-0550

牛窓
担当区分 氏名 電話

牛
窓

紺浦 高橋重夫 0869-34-3030
栄町・綾浦 木下祝紀治 0869-34-4464
中浦 濵野省三 0869-34-2340
関町 東原一郎 0869-34-3253
西町 山下政敏 0869-34-5013
本町 中村栄恭 0869-34-2760
東町 山本節夫 0869-34-4655
大浦・幡 山下眞一 0869-34-6035
師楽 山本卓也 0869-34-2194
前島 服部千敏 0869-34-3795

鹿
忍

沖 鳴坂登美子 0869-34-3167
東 角房博光 0869-34-3051
西浦 樂善朝則 0869-34-2439
中浦・畑 爲房邦子 0869-34-5297
小向・大向・西浜 和田弘代 0869-34-3076
野上・平山 出射三男 0869-34-2873
西脇・子父雁 爲房光子 0869-34-2898
千手 大重明 0869-34-3059

長
浜

粟利郷 時實よね子 0869-34-4676
国塩・畑 出射裕子 0869-34-3147
中村・西浦 廣畑周子 0869-34-2812
上・浜 原野富美子 0869-34-3210
下・弁天 繁見忠彦 0869-34-2532

主任児童委員
中村和美 0869-34-2760
河原陽子 0869-34-2676

長船
担当区分 氏名 電話

美
和

尻無西・尻無東・花尻・寺村・西谷下・
西谷上・北谷 雪上勲 0869-26-2670

側・畑・南島・本村 浦上勝惠 0869-26-2769
井尻・西村西・西村東 福池正美 0869-26-5051
和田久保・東谷・飯井西谷・島新田 野﨑武彦 0869-26-8057

国
府

牛文 入江爲弎 0869-26-2782
大塚・磯上グリーンタウン・柏山・油杉 加戸康男 0869-26-3816
山田・西岡 盛靜香 0869-26-3889
長崎・長崎南・福里中・いこいグリーン
タウン・福里アルカディア・福里団地 藤原博文 0869-26-4445

福里東・福里西・西村・福里わかくさ・
ライフステージ福里 馬場美都子 0869-26-3476

高橋中・高橋・高橋北・保正・パレット
タウン・ゆめトピア北団地 石原幸子 0869-26-6350

駅前・新町・門前 牧野義一 0869-26-3065
宮下・雇用促進・東向・町田団地 西井洋之 0869-26-6132
コスモタウン土師・北生路・ウエルタウ
ン土師・盛崎・中生路・ブルーム土師 内田浩史 0869-26-5562

行
幸

福岡住宅 上森　美 0869-26-3266
福岡 1・2・3・福岡東・福岡あさひ・下小路・市場 松尾昭男 0869-26-4166
福岡南・みどり・あけぼの町・福岡東部
団地・駅前団地・わかば 江川靜枝 0869-26-4454

栄町・福岡新町・大向・福永・福岡サン
ハイツ・福岡グリーンタウン・福岡中開 前田惠美子 0869-26-2693

車・サンタウン・ひまわり団地 長壽孝治 0869-26-3296
ヴィオラ・アヴェニュー・松ヶ端・福岡ニュータ
ウン・坂川・松陽団地・ローズタウン・昭和苑 奥平勝顯 0869-26-3147

四つ葉タウン・丸山・丸山西・長船荘 小山悦夫 0869-26-2763
イレブン長船・富岡東団地・富岡西・カ
トレア団地・富岡東・安原団地 小山律子 0869-26-2388

八日市 竹原佐和子 0869-26-2635
長船団地・長船パナタウン 三宅弘正 0869-66-8306
長船西仲・シャトレ長船・幸町・宮前・
長船ニュータウン・天王 岡部春子 0869-66-6364

長船西・長船南・長船北・舟山 岸本民也 0869-66-6380

主任児童委員
水田正子 0869-26-2534
長岡敦子 0869-26-5151

困ったときはお近くの民生委員児童委員へ    厚生労働大臣から102 人が委嘱
　民生委員児童委員は、厚生労働大臣から委嘱を受けて、
福祉に関する相談や奉仕活動を行っています。また、その
中には、児童や子育てに関わる問題を専門的に担当する主
任児童委員がいます。本市では、昨年 12 月に 102 人の民
生委員児童委員が委嘱を受けましたので紹介します。
　家族や健康上の悩み、児童虐待などの問題についてお気
軽にご相談ください。プライバシーは厳重に守られます。
■問い合わせ先　福祉課　☎０８６９-２６- ５９４１

適
正
納
付
で
ま
ち
づ
く
り

そ
の
他
税
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

車種 手続き場所・問い合わせ先 手続きに必要なもの
軽自動車（乗用・貨物） 軽自動車検査協会岡山事務所

岡山市北区久米１７７-３
☎０８６-２４５ - ３６００

印鑑、検査証、住民票、ナンバープレート（廃
車時）など
※変更内容により必要なものが異なりますので、
　事前にそれぞれのところへ確認されることをお
　勧めします。

軽二輪、自動二輪（125cc
を超える二輪車）

中国運輸局岡山運輸支局
岡山市中区藤原２４-１
☎０５０-５５４０ - ２０７２

原動機付自転車（125cc
以下の二輪車）、小型特
殊自動車（農耕用・その
他）

税務課　　　☎０８６９-２２ -１１１４
牛窓支所　　☎０８６９-３４ -３４３１
長船支所　　☎０８６９-２６ -２００１
裳掛出張所　☎０８６９-２５ -０００４

・名義変更（市内同士の場合）
　印鑑、譲渡証明書または名義変更届、標識交付証明書
・廃車
　印鑑、ナンバープレート、標識交付証明書

車種別廃車手続き場所

 

ご
存
じ
で
す
か

 

要
介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
の
人
で
、
障
害
者
手
帳
を
取

得
で
き
る
程
度
の
人
や
常
に
寝
た

き
り
の
状
態
に
あ
る
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
と
同
等
の
障
害
者
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
（
所
得
税
や
市
県
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
限
る
）。

　

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
市
役
所
に
置
い
て
あ
る
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
交
付
申

請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
）。

　

申
請
し
て
か
ら
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
の
交
付
ま
で
10
日
程

度
か
か
り
ま
す
。こ
の
認
定
書
は
、

障
害
者
控
除
の
適
用
に
の
み
有
効

で
あ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
代

わ
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

▽
認
定
基
準
日　

平
成
22
年
12
月

　

31
日
現
在
の
認
定
状
況

※
平
成
22
年
12
月
31
日
現
在
で
障

　

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

　

る
人
は
、
お
手
持
ち
の
障
害
者

　

手
帳
に
よ
り
障
害
者
控
除
を
受

　

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

福
祉
課　
　

　

☎
０
８
６
９-
２
６-

５
９
４
３

　

保
健
福
祉
部
邑
久
分
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-
１
８
１
０

　

牛
窓
支
所

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
１

　

裳
掛
出
張
所　
　
　
　
　
　

　

☎
０
８
６
９-

２
５-

０
０
０
４

　

HP http://w
w
w
.city.setouchi.

　

lg.jp/life/support05_4.htm
l

 

ご
注
意
く
だ
さ
い

 

消
費
税
の
申
告
・
納
付

　

平
成
22
年
分
が
消
費
税
の
課
税

事
業
者
に
な
っ
て
い
る
個
人
事
業

者
は
、
平
成
22
年
分
の
課
税
売
上

高
が
１
、０
０
０
万
円
以
下
で
も

消
費
税
の
申
告
と
納
付
が
必
要
で

す
。
な
お
、
平
成
22
年
分
の
課
税

売
上
高
が
１
、０
０
０
万
円
を
超

え
る
場
合
に
は
、
平
成
24
年
分
が

消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
り
ま

す
の
で
、
税
務
署
へ
「
消
費
税
の

課
税
事
業
者
届
出
書
」
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

西
大
寺
税
務
署　
　

　

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
８
１
５

　
　

 

ご
利
用
く
だ
さ
い

 

市
税
の
口
座
振
替

　

市
税
の
口
座
振
替
を
４
月
納
期

分
（
５
月
２
日
納
期
限
）
か
ら
希

望
す
る
人
、
あ
る
い
は
今
ま
で
と

は
別
の
口
座
で
引
き
落
と
し
を
希

望
す
る
人
は
、
早
め
に
税
務
課
、

各
支
所
・
出
張
所
、
市
内
の
金
融

機
関
の
い
ず
れ
か
の
窓
口
に
、
口

座
番
号
の
確
認
で
き
る
も
の
と
通

帳
印
を
持
参
の
上
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
３
月
24
日
（
木
）
税
務
課
到
着

　

分
ま
で
間
に
合
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　
　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

 

登
録
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

 

農
耕
作
業
用
自
動
車
は
課
税
対
象

　

コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
で
乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
作
業

用
自
動
車
は
、
道
路
を
走
行
す
る

し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
小
型
特

殊
自
動
車
と
し
て
、
軽
自
動
車
税

の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。
税
額

は
、
年
間
で
１
、６
０
０
円
で
す
。

　

農
耕
作
業
用
自
動
車
を
取
得
し

た
と
き
は
、
税
務
課
、
各
支
所

ま
た
は
出
張
所
で
登
録
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
届
け
出
に
必
要
な
も
の

　

・
印
鑑

　

・
販
売
証
明
書
な
ど
の
車
名
、
車

　

体
番
号
が
分
か
る
も
の

■
問
い
合
わ
せ
・
届
け
出
先

　

税
務
課　
　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

　 

３
月
末
ま
で
に

 

廃
車
手
続
き

　

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月

末
日
で
す
が
、
軽
自
動
車
税
は
、

４
月
１
日
の
所
有
者
（
使
用
者
）

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
使
用
し
て
い
な
い
車
両



　

市
で
は
、「
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
育
て
よ
う
」を
テ
ー
マ
に
、

保
護
者
、
地
域
住
民
、
教
育
関
係

者
な
ど
が
、
地
域
ぐ
る
み
で
瀬
戸

内
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
瀬
戸
内
市
青
少
年
健
全

育
成
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

第
１
部
で
は
、
市
内
の
小
・
中

学
生
や
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
募

集
し
た
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」

作
文
の
表
彰
式
お
よ
び
発
表
会
を

行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
家
族
の
役
割
や
家
庭

の
あ
り
方
な
ど
を
テ
ー
マ
に
募
集

し
た
も
の
で
、
１
、４
３
９
点
も

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

併
せ
て
「
防
犯
・
地
域
安
全
・
街

頭
犯
罪
抑
止
ポ
ス
タ
ー
」
の
表
彰

式
を
行
い
ま
す
。

　

第
２
部
で
は
、
平
成
21
年
か
ら

Ｊ
リ
ー
グ
・
Ｊ
２
で
戦
っ
て
い
る

岡
山
県
初
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
「
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
」
の
木

村
正
明
代
表
を
招
き
、「
子
ど
も

た
ち
に
夢
を
！　

晴
れ
の
国
・
岡

山
か
ら
Ｊ
リ
ー
グ
へ
！
」
と
題
し

た
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

瀬戸内市青少年健全育成
推進大会を開催します

　

地
域
に
こ
だ
わ
り
、
子
ど
も
た

ち
に
夢
を
与
え
る
取
り
組
み
を
中

心
に
講
演
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
人
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
19
日
（
土
）

　

午
後
１
〜
４
時
（
受
付
開
始
は

　

午
後
零
時
30
分
〜
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
参
加
費　

無
料

▽
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
者

※
特
に
子
育
て
に
携
わ
る
人
の
参

　

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま

　

た
、
サ
ッ
カ
ー
に
関
心
の
あ
る

　

人
も
大
歓
迎
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
１ 

　厚生年金・国民年金の「老齢年金」

など、老齢 ( 退職 ) を支給事由とする

公的年金は、税法上「雑所得」として

所得税の課税対象になります。

　このうち、「老齢年金」の額が 108

万円以上の人（65 歳以上の人は 158

万円以上）については、所得税を源泉

徴収することになっています。

　日本年金機構では、平成 22 年 1 ～

12 月中に「老齢年金」を受け取った

人全員に平成 23 年 1 月に源泉徴収票

を送付しています。

　源泉徴収票は、税務署で年金以外に

給与収入があり確定申告をするとき

や、源泉徴収の還付を受けるときに添

付する必要があります。

　２月になっても源泉徴収票が届かな

いときや紛失した場合は、「ねんきん

ダイヤル」にお電話ください。お急ぎ

の場合は、お近くの年金事務所で再発

行しますのでお申し出ください。

　なお、「障害年金」や「遺族年金」

については非課税ですので、源泉徴収

票の送付はありません。

■問い合わせ先
　岡山東年金事務所
　☎０８６ - ２７０ - ７９２９　
　ねんきんダイヤル
　①固定電話・携帯電話は
　☎０５７０ - ０５- １１６５
　②ＩＰ電話・ＰＨＳは
　☎０３ - ６７００- １１６５

在
学
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
在
学

す
る
期
間
を
含
む
）
の
児
童
（
以

下
「
遺
児
」
と
い
う
）

※
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き

　

お
よ
び
保
護
者
が
再
婚
し
た
と

　

き
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

▽
内
容
・
支
給
額
（
す
べ
て
子
ど

　

も
一
人
あ
た
り
）

①
保
護
者
死
亡
見
舞
金　

３
万
円

　

小
学
校
、
中
学
校
並
び
に
特
別

支
援
学
校
の
小
学
部
お
よ
び
中
学

部
在
学
中
に
遺
児
に
な
っ
た
と
き

②
入
学
激
励
金　

３
万
円

　

遺
児
が
小
学
校
等
お
よ
び
中
学

校
等
へ
入
学
し
た
と
き

③
卒
業
激
励
金　

３
万
円

　

遺
児
が
中
学
校
等
を
卒
業
す
る

と
き

④
交
通
遺
児
激
励
金　

１
万
円

　

交
通
事
故
に
よ
り
保
護
者
と
死

別
し
た
遺
児
が
小
学
校
等
お
よ
び

中
学
校
等
へ
入
学
お
よ
び
進
級
す

る
と
き　
　
　
　
　
　

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
申
請
書
（
窓
口
に
設
置
）

　

・
印
鑑

　

・
保
護
者
名
義
の
振
込
口
座

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７ 

　

瀬
戸
内
市
農
業
委
員
会
で
は
、

農
地
を
貸
借
す
る
と
き
の
目
安
と

し
て
、
瀬
戸
内
市
標
準
小
作
料
を

定
め
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年

12
月
15
日
に
「
農
地
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
こ
の
制
度
は
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
代
わ
り
と
し
て
、
農
地
の

賃
借
料
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

　

平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
12
月
31
日
ま
で
に
、
本
市
に

お
い
て
農
地
法
お
よ
び
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
り
賃
借
さ

れ
た
実
勢
の
賃
借
料
を
集
計
し
た

も
の
を
情
報
提
供
し
ま
す
。
賃
借

料
を
決
定
す
る
際
の
判
断
材
料
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　

な
お
、
賃
借
料
情
報
は
実
勢
の

集
計
値
で
あ
り
、
拘
束
力
は
な
く

賃
借
料
決
定
の
参
考
と
し
て
提
供

す
る
も
の
で
す
。

　

実
際
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
広

さ
や
水
利
条
件
な
ど
の
生
産
性
や

耕
作
条
件
を
考
慮
し
、
貸
し
手
と

借
り
手
の
両
者
で
よ
く
話
し
合
っ

て
決
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
農
業
委
員
会

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
０
４
８

瀬
戸
内
市
協
働
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

協
働
か
ら
総
働
へ
！
　
ま
ち
の
サ
バ
イ
バ
ル
力
を
高
め
る
！

 

支
給
し
ま
す　

 

遺
児
激
励
金

　

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

保
護
者
を
亡
く
し
た
児
童
の
健
全

な
育
成
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
遺
児
激
励
金
を

支
給
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
児
童

の
保
護
者
ま
た
は
児
童
を
実
際
に

監
護
す
る
人
は
、
子
育
て
支
援
課

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

　

保
護
者
と
死
別
し
た
義
務
教
育

修
了
前
（
15
歳
に
達
し
た
日
の
属

す
る
学
年
の
末
日
以
前
を
い
い
、

同
日
以
降
引
き
続
い
て
中
学
校
ま

た
は
特
別
支
援
学
校
の
中
学
部
に

昭和 43 年岡山市生まれ。
東京大学法学部卒。米
系投資銀行ゴールドマン
サックスに入社し、執行
役員を務めた後、平成 18
年には（株）ファジアー
ノ岡山スポーツクラブを
創業。代表取締役として、
ファジアーノ岡山の J ２
昇格の立役者として活躍。

木村正明
Masaaki Kimura

　

協
働
と
は
、
異
な
る
組
織
が
一

つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
企
画
、
運

営
を
協
力
し
、
責
任
と
役
割
を
分

担
、
相
互
理
解
を
深
め
な
が
ら
取

り
組
み
を
す
す
め
、
成
果
を
共
有

す
る
こ
と
で
す
。

　

今
後
、
人
口
減
、
少
子
高
齢
化

が
急
速
に
進
む
と
予
想
さ
れ
る
社

会
で
は
、
一
層
地
域
の
皆
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
、
協
働
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
、
市
民
活
動
応

区分 地域名 平均額 　　　　　　　     円 最高額 　　　　　　　     円 最低額 　　　　　　　     円 データ数 　　　　　　　     筆

田
牛窓町 － － 　－ 　　9
邑久町 6,800 11,000 2,300 546
長船町 7,300 11,300 2,400 163

畑
牛窓町 8,200 10,000 5,000 22
邑久町 － － － 9
長船町 － － － 1

援
補
助
金
の
交
付
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
情
報
提
供
な
ど
市
民
活

動
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
よ
り
多
く

の
人
が
、
協
働
の
必
要
性
を
理
解

し
、
自
ら
の
地
域
の
た
め
に
活
動

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
岡
山
県
備

前
県
民
局
の
主
催
に
よ
り
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
「
協
働
か

ら
総
働
へ
！
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
に
川
北
秀
人
氏
（
人
と
組

織
と
地
球
の
た
め
の
国
際
研
究
所

瀬
戸
内
市
に
お
け
る
農
地
の

実
勢
賃
借
料
情
報
を
公
表
し
ま
す

代
表
）
を
迎
え
、
30
年
後
に
生
き

残
れ
る
ま
ち
に
な
る
た
め
に
、今
、

す
べ
き
こ
と
は
何
か
、
国
の
施
策

づ
く
り
か
ら
自
治
組
織
の
運
営
ま

で
関
わ
っ
た
豊
富
な
経
験
と
全
国

の
事
例
を
基
に
講
演
し
て
も
ら
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
27
日
（
日
）

　

　

午
後
１
時
〜
午
後
２
時
30
分

　

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

岡
山
県
備
前
県
民
局
協
働
推
進
室

　

☎
０
８
６-

２
３
３-

９
８
０
４

　
FAX
０
８
６-

２
３
３-

９
８
８
８

※１　使用貸借権の設定および著しく高い価格または低い価格の設定は集計対象から除く。
※２　集計対象となるデータ数が少ない場合は公表しない。

瀬戸内市実勢賃借情報（年間10a当たり）



健康チェックで肺などの実年齢を測定（左上）／たくさんの人が集まったシンポジウム（右下）

　11 月 21 日、生活習慣病予防を狙いに瀬戸内市

健康フェスタが、牛窓町公民館で開催されました。 

　シンポジウムでは、谷﨑眞行瀬戸内市民病院事

業管理者が自身の運動による体重の変化の記録を

基に、継続してできる生活習慣病予防について説

明。また、（社）岡山県歯科医師会瀬戸内支部の

中條新次郎氏は、顔の筋肉を鍛えることで、老化

を遅らせることができると語っていました。

　この他にも健康診断の重要性を歌う体操「健康

で 365 日のマーチ」の披露、介護相談、クイズ

ラリーなどが行われ、健康に対する関心を高める

有意義な一日となりました。

    健康な生活を目指して健康な生活を目指して　

　11 月 14 日、ゆめトピア長船で子育て応援まちづくりイベント

「せとうちこどもフェスティバル」が開催されました。子育ての

夢や楽しさ、喜びなどを広くＰＲするため、市が初めて実施した

もので、子育てに関する数多くのイベントが行われました。

　オープニングセレモニーでは、市内の公立保育園の園児 140

人が演奏と踊りで会場を盛り上げました。

　その後のステージでは、就実短期大学の学生ボランティアによ

るリズム体操やオペレッタが行われ、会場が一体となって歌った

り、踊ったりして親子で楽しい時間を過ごしました。また子ども

の発育に関する相談や食育ＰＲのコーナーなども設けられ、子育

てについての知識や理解を深めることができました。

　午後からは、株式会社トランタンネットワーク新聞社代表の藤

本裕子氏が「つながろう、支えよう　百万母力の子育て」と題し

て講演会を開催。「お母さんはすごい。子育ては素晴らしい」と

語り、会場を訪れた父母らは熱心に聴いていました。

   子育て応援まちづくり子育て応援まちづくり　

オープニングを飾った保育園児鼓隊演奏と踊り

①しっかり歯磨きできたよ／②ボランティアによるリズム体操／③廃品
を使ったおもちゃ屋さん／④ステージに登場したセットちゃん

　11 月７日、牛窓町牛窓で、瀬戸内牛窓国際交

流フェスタが開催され、江戸時代に朝鮮国王から

徳川幕府へ派遣された朝鮮通信使の行列が再現さ

れました。朝鮮通信使の寄港地の一つが牛窓だっ

た史実を通じて、文化交流の歴史を伝えようと、

市民有志が実施したものです。

　行列には約 150 人が参加。しおまち唐琴通り

などを太鼓やかねを鳴らしながらにぎやかに歩き

ました。牛窓東小学校に到着すると、正使役の金

永俊駐神戸韓国総領事と武久顕也市長が「国書」

を交換。地域の児童らによる伝統芸能や人形劇な

ども披露されました。 

   異国情緒あふれる朝鮮通信使行列異国情緒あふれる朝鮮通信使行列

行列を先導した韓国民団の参加者（左下）／両国の善隣外交を祈念した「国書」交換（右上）

　12 月 22 日に、満 100 歳を迎えた佐藤茂夫さ

ん（邑久町豆田）をお祝いに、いきいき長寿課職

員が入院先の藤原整形外科を訪問しました。

　職員や家族の皆さんに見守られながら、お祝い

状などを手渡されると、佐藤さんは「ありがとう

ございます」と喜びを語っていました。

　歩く会に参加し、県内はほとんど歩いたという

佐藤さん。また、碁や通信教育で書道を習うなど

多くの趣味を持っていました。現在も歩行器を使

って廊下を往復したり、般若心経を書いたりと常

に体と頭を使うことを心掛けているそうです。佐

藤さん、これからも元気でお過ごしください。

  いつまでもお元気でいつまでもお元気で　

県内を歩いたときの思い出を語る佐藤さん

   せとうちこどもフェスティバル瀬戸内市健康フェスタ

瀬戸内牛窓国際交流フェスタ瀬戸内牛窓国際交流フェスタ

 　佐藤茂夫さんが満 100 歳に

cover photograph

上寺山を良くする会（有森剛会長）が、12月 30、
31日に上寺山境内（邑久町北島）のライトアップ
を行いました。本堂や三重塔、北島神社などが夜
空に浮かび上がり、幻想的な雰囲気に包まれた境
内には、たくさんの写真愛好家が訪れ、盛んにシ
ャッターを切っていました。31日には、参拝者へ
炊いた大根や甘酒の接待、新年への願いを込めて
風船を飛ばすイベントなども行われました。

今
月月
のの表

紙
表
紙

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

①

②

③ ④



　

市
内
で
も
被
害
が
後
を
絶
た
な

い
悪
質
商
法
に
つ
い
て
、
特
に
狙

わ
れ
や
す
い
高
齢
者
の
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
弁
護
士
の
竹
内

俊
一
氏
を
講
師
に
招
き
、
勉
強
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

複
雑
な
金
融
商
品
の
リ
ス
ク
に

つ
い
て
、
十
分
な
理
解
を
得
な
い

ま
ま
契
約
を
迫
り
、
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
無
料
と
言
っ
て
耐
震
診
断
を

さ
せ
、
地
震
で
瓦
が
落
ち
る
と
不

安
を
あ
お
り
、
屋
根
工
事
を
勧
め

高
額
な
代
金
を
請
求
さ
れ
た
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
に
不
安
を
持
つ

高
齢
者
に
対
し
、「
血
液
が
サ
ラ

サ
ラ
に
な
る
」「
が
ん
が
治
っ
た
」

な
ど
、健
康
食
品
、電
気
治
療
器
、

ふ
と
ん
な
ど
を
購
入
さ
せ
る
手
口

も
横
行
し
て
い
ま
す
。 

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
の

孤
独
感
に
つ
け
込
み
、「
自
分
の

話
を
聞
い
て
く
れ
て
い
い
人
だ
っ

た
か
ら
」
と
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に

次
々
に
契
約
を
繰
り
返
す
ケ
ー
ス

も
目
立
ち
ま
す
。「
新
商
品
を
紹

　

昨
年
11
月
ご
ろ
か
ら
岡
山
市
や

倉
敷
市
で
警
察
官
や
金
融
庁
職
員

を
装
い
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

だ
ま
し
取
る
詐
欺
事
件
が
連
続
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
を
引
き
延
ば
す
な
ど
警
察

へ
の
通
報
を
遅
ら
せ
て
犯
行
に
及

ん
で
い
ま
す
。

　

次
の
点
を
参
考
に
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
こ
ん
な
電
話
に
要
注
意
】

　

・
○
○
警
察
署
の
△
△
で
す
。

　

・
あ
な
た
の
名
前
が
詐
欺
の
被
害

　

者
リ
ス
ト
に
入
っ
て
い
る
。

　

・
今
な
ら
お
金
を
引
き
出
せ
な
い

　

よ
う
に
手
続
き
が
で
き
る
。

　

・
５
分
後
、
金
融
庁
の
「
ハ
ヤ
シ

　

ダ
」
と
い
う
者
が
電
話
す
る
。

　

・
も
う
少
し
し
た
ら
、
金
融
庁
の

　
「
ヤ
マ
モ
ト
」
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ

　

カ
ー
ド
を
受
け
取
り
に
行
く
。

・
暗
証
番
号
を
教
え
て
ほ
し
い
。

【
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

・
相
手
の
電
話
番
号
を
聞
い
て
、

　
「
折
り
返
し
電
話
す
る
」と
言
っ

　

て
一
旦
電
話
を
切
る
。

　

・
警
察
に
１
１
０
番
通
報
す
る
。

　

・
カ
ー
ド
な
ど
は
渡
さ
な
い
。　

警警
察察
安安安
全
情情情
報

介
す
る
」
な
ど
と
言
っ
て
人
を
集

め
、
閉
め
切
っ
た
会
場
で
日
用
品

な
ど
を
無
料
や
格
安
で
配
り
、
楽

し
く
得
し
た
気
分
に
さ
せ
て
最
終

的
に
は
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け

る
Ｓ
Ｆ
商
法
の
被
害
も
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
高
齢
者
の
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
注
意
す
る
点

や
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の

か
な
ど
を
実
際
の
事
例
か
ら
一
緒

に
学
び
ま
し
ょ
う
。
成
年
後
見
制

度
に
つ
い
て
も
分
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。

　

高
齢
者
と
接
す
る
こ
と
が
多
い

人
や
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

の
所
へ
見
知
ら
ぬ
人
が
出
入
り
し

て
い
る
の
を
見
た
人
な
ど
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
・
場
所

①
２
月
９
日
（
水
）

　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

②
２
月
14
日
（
月
）

　

牛
窓
町
公
民
館

③
２
月
21
日
（
月
）

　

邑
久
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
す
べ
て
同
じ
内
容
で
す
。

▽
時
間　

午
後
２
〜
４
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

ラ
ザ
・
お
く
に
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
（
展
示
後
は
返
却
）。

▽
日
時　

２
月
27
日
（
日
）　　

 

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

　

お
く
（
邑
久
高
校
正
門
を
東
へ

　

20
㍍
）

▽
内
容
・
時
間

【
手
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
】

　

・
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
で
お
ひ
な
様
つ
く
り

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

・
残
り
布
で
お
ひ
な
様
つ
く
り

　

午
後
１
〜
３
時

【
上
映
コ
ー
ナ
ー
】

　

・
タ
イ
ト
ル　
「
ア
ニ
メ
楽
し
い

　

行
事　

ひ
な
ま
つ
り
」

①
午
前
10
時
30
〜
50
分

②
午
前
11
時
30
〜
50
分

③
午
後
１
時
30
〜
50
分

■
問
い
合
わ
せ
先

　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
お
く

 

罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
し
た

　

 

自
転
車
で
の
携
帯
電
話
は
禁
止

　

岡
山
県
で
は
、
携
帯
電
話
の
使

用
な
ど
自
転
車
利
用
者
の
ル
ー
ル

に
つ
い
て
、
広
報
活
動
や
指
導
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し

て
守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

平
成
23
年
１
月
１
日
に
岡
山
県
道

路
交
通
法
施
行
細
則
を
次
の
と
お

り
改
正
し
ま
し
た
。

①
自
転
車
運
転
中
の
携
帯
電
話
の

　
使
用
を
禁
止

　

携
帯
電
話
な
ど
を
手
に
持
っ
て

通
話
し
た
り
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

画
像
を
注
視
し
て
自
転
車
を
運
転

し
た
場
合
、
５
万
円
以
下
の
罰
金

と
な
り
ま
す
。

②
大
音
量
で
の
運
転
を
禁
止

　

イ
ヤ
ホ
ン
を
使
用
し
た
り
、
大

音
量
で
音
楽
を
聞
い
た
り
し
て
、

緊
急
自
動
車
の
サ
イ
レ
ン
な
ど
安

全
運
転
に
必
要
な
音
声
が
聞
こ
え

な
い
よ
う
な
状
態
で
車
両
な
ど
を

運
転
し
た
場
合
は
、
自
転
車
は

５
万
円
以
下
の
罰
金
、
自
動
車
お

よ
び
原
付
な
ど
は
反
則
金
（
例
・

普
通
車
６
千
円
）
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
瀬
戸
内
警
察
署

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る

詐
欺
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す

高
齢
者
被
害
早
期
発
見
・
対
応
勉
強
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　福池幹夫さん（長船町飯

井）が、１月１日付けで瀬戸

内市消防団長に就任しまし

た。福池団長は、昭和52年に

長船町消防団に入団、平成11

年から副団長に、平成16年か

らは瀬戸内市消防団副団長の

職に就き、30年以上の長きに

わたり地域住民の生命・財産を守るために活躍し、現

在に至っています。平成21年にはこうした功績が認め

られ、消防功労で藍綬褒章を授与されました。

　福池団長の挨拶「このたび瀬戸内市消防団長を拝命

いたしました。職務の重大さを自覚し、微力ではあり

ますが誠心誠意努める決意でありますので、格別のご

指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。さ

て、昨今では異常気象によるゲリラ豪雨など、自然災

害が各地で多発しています。そのような中で、市民

の安全・安心を消防団の使命として、団員一丸となっ

て取り組まなくてはなりません。瀬戸内市消防団も合

併して7年目に入り、旧町の色々なことが見えてまい

りましたが「瀬戸内市消防団は一つ」です。しがらみ

もありますが、我々の時代に機構改革も行い、将来を

見据えたこれからの瀬戸内市消防団を団員が一致団結

し、市民の信頼と負託にこたえることができる消防団

を目指して努力する所存でございますので、関係各位

の一層のご支援とご協力をお願い申し上げます。」

福池幹夫さんが瀬戸内市消防団長に就任
就任にあたっての挨拶

 

開
催
し
ま
す

 

お
ひ
な
さ
ま
フ
ェ
ス
タ

　

瀬
戸
内
市
消
費
生
活
問
題
研
究

協
議
会
邑
久
グ
ル
ー
プ
の
主
催

で
、
お
ひ
な
さ
ま
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
ま
す
。

　

Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
（
梱
包
用
の
テ
ー

プ
）
や
残
り
布
を
使
っ
た
お
ひ
な

さ
ま
作
り
や
ア
ニ
メ
映
画
の
上
映

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
い
し
い
抹
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
が
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
を
楽
し
み
な
が

ら
、
桃
の
節
句
を
一
緒
に
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
２
月
26
日
（
土
）
か
ら

３
月
６
日
（
日
）
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
の
間
、
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
・
お
く
で
は
、
ご
家

庭
の
お
ひ
な
さ
ま
の
展
示
を
行
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
に
は
、
大
切
に
保

管
し
て
い
る
け
れ
ど
、
飾
っ
て
い

な
い
お
ひ
な
さ
ま
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？　

　

お
ひ
な
さ
ま
を
無
償
で
貸
し
出

し
て
い
た
だ
け
る
人
は
、
２
月
19

日
（
土
）
ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ



　

妊
娠
す
る
と
日
常
生
活
や
環
境

や
栄
養
な
ど
、
多
く
の
こ
と
に
気

を
配
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

妊
娠
期
間
中
を
安
心
し
て
過
ご

す
た
め
に
、
妊
婦
健
診
を
受
診
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
妊
婦
健
診
っ
て
？

　

妊
婦
健
診
は
、
妊
婦
や
お
腹
の

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
状
態
を
定
期
的

に
確
認
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

　

妊
娠
中
は
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん

の
成
長
を
定
期
的
に
確
認
す
る
と

と
も
に
、
安
全
な
お
産
の
た
め
に

は
、
母
親
自
身
の
健
康
管
理
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
で
き
た
か
な
と

思
っ
た
ら
、妊
婦
健
診
を
受
診
し
、

適
切
な
保
健
指
導
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
妊
娠
の
届
け
出
を
す
る

と
母
子
健
康
手
帳
と
母
子
保
健
ガ

イ
ド
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

母
子
保
健
ガ
イ
ド
に
は
、「
妊

婦
一
般
健
診
票
」「
超
音
波
検
査

票
」「
血
液
検
査
票
」
が
添
付
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
22
年
10
月
６
日
か

ら
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
抗
体
検
査
が
公

費
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
と
は
、
血
液
の

が
ん
の
一
種
で
あ
る
成
人
Ｔ
細
胞

白
血
病
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス

の
名
前
で
す
。主
な
感
染
経
路
は
、

母
親
か
ら
子
ど
も
へ
の
母
乳
を
介

し
た
母
子
感
染
で
あ
る
た
め
、
妊

婦
健
診
で
の
検
査
が
大
切
で
す
。

　

医
療
機
関
で
こ
の
検
査
を
受
け

た
場
合
、
市
へ
申
請
を
す
る
こ
と

で
、
支
払
っ
た
金
額
の
一
部
が
払

い
戻
さ
れ
ま
す
（
本
紙
19
ペ
ー
ジ

参
照
）。

飛
び
込
み
出
産
は
危
険

　

近
年
、
妊
婦
健
診
を
受
け
ず
、

出
産
直
前
や
陣
痛
が
始
ま
っ
て
か

　

学
校
給
食
は
明
治
22
年
に
山
形

県
鶴
岡
市
で
昼
の
お
弁
当
を
持
っ

て
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
現
在
の
学
校
給
食

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
給
食
と
い
え

ば
コ
ッ
ペ
パ
ン
と
脱
脂
粉
乳
を
思

い
出
す
世
代
の
人
に
は
、
想
像
も

つ
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

本
市
に
は
３
つ
の
調
理
場
が
あ

り
、
各
々
の
町
内
の
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の

給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

食
数
は
、
邑
久
町
が
約
１
、

８
０
０
食
、
長
船
町
が
約
１
、

ら
医
療
機
関
を
受
診
す
る
「
飛
び

込
み
出
産
」が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、「
経
済
的
に

厳
し
い
」「
未
婚
の
た
め
妊
娠
し

た
こ
と
を
隠
し
た
か
っ
た
」「
妊

娠
し
て
も
夫
が
病
院
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
な
い
」
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
事
情
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、飛
び
込
み
出
産
で
は
、

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病
気

が
あ
る
の
か
、
赤
ち
ゃ
ん
は
順
調

に
育
っ
て
い
る
の
か
な
ど
が
分
か

ら
な
い
た
め
、
対
処
が
遅
れ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

定
期
的
に
妊
婦
健
診
を
受
け
る

こ
と
で
、
母
体
や
胎
児
に
異
常
が

な
い
か
を
検
査
し
、
も
し
何
か
異

常
が
見
つ
か
っ
た
と
き
に
は
、
適

切
な
治
療
や
対
処
を
行
い
、
分
娩

時
の
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
妊
婦
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

に
と
っ
て
、
安
全
な
出
産
に
な
る

よ
う
に
、
妊
婦
健
診
は
定
期
的
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
づ
く
り
推
進
課

◆作り方
①ベーコンは７mm角、タマネギは粗いみじ 
　ん切りにする。
②サツマイモは皮ごと洗い、５cm幅に切りゆ
　でる（皮が厚いときはむく）。熱いうちにボ
　ウルに移し、すりこ木などでつぶす。
③フライパンにサラダ油を熱し、中火でベー
　コンを炒め、タマネギも加え、透き通るま
　で炒めたら軽く塩こしょうをする。
④③を②のボウルに加え、コーン、マヨネー
　ズを入れ混ぜる。塩こしょうで味を調える。
※タネが堅いようであれば、様子を見ながら
　牛乳を加える。しっとりした状態になれば
　よい。
⑤④をバットに移して広げ、粗熱をとり、ヘ
　ラなどで 12 等分する。俵型にまとめ、小麦
　粉、溶き卵、パン粉の順につけ、170 ～ 175
　度の油で色づくまで揚げる。

マヨネーズの酸味で甘いサツ
マイモもおいしいコロッケに
なっています。お家に残って
いるサツマイモがあったら、
ぜひ作ってみてください。
小さい子どもから大人まで、
食べやすい味だと思います。

◆材料（４～５人分）
●サツマイモ（400g） 
●タマネギ（1/2 個）
●サラダ油（少々）
●マヨネーズ（大さじ３）
●とき卵（適量）
●揚げ油（適量）

●ベーコン（薄切・3枚）
●コーン（ﾎｰﾙ 50g）
●塩こしょう（少々）
●小麦粉（適量）
●パン粉（適量）

山本登世さん（岡山県栄養士会 瀬戸内ブロック）です

サツマイモは、でんぷん質も多いのですが、熱で壊
れにくいビタミン Cが豊富で、食物繊維もしっかり
あります。大学芋のように衣をからめなくても、長
めに大きく切って素揚げにし、砂糖と塩をふるだけ
でもおいしいですよ。

５
０
０
食
、
牛
窓
町
が
約
５
０
０

食
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
週
間
の
主
食
は
、
米
飯
が
３

回
、
パ
ン
１
回
、
麺
１
回
で
す
。

　

米
飯
は
、
市
内
で
生
産
さ
れ
た

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
や
朝
日
の
１
等
米
の

新
米
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
米
粉
パ
ン

（
県
内
産
米
粉
使
用
）
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

お
か
ず
も
主
食
に
合
わ
せ
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
豊
富
な
メ

ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

上
の
写
真
は
、
地
場
産
の
食
材

を
使
用
し
た
本
市
内
の
共
通
の
給

白内障は、眼球の中の水
晶体（レンズ）が濁る病
気です。この病気になる
と視力低下、まぶしくな
る、近視が強くなるなど
の症状がでます。白内障

の種類や進行の程度で症状には個人差があります。主
な原因は加齢です。治療には薬物療法と手術がありま
す。薬物療法は進行を遅らせるもので、進行すれば手
術を行うことになります。手術では、濁ってしまった
水晶体を摘出し、代わりに人工の水晶体を挿入します。
白内障のような症状でも他の病気のこともありますの
で、気になる人は眼科を受診してみてください。
■問い合わせ先　瀬戸内市民病院

白内障の症状と治療

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

白内障

食
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、麦
ご
飯
、

牛
乳
の
ほ
か
に
、
げ
た
（
瀬
戸
内

海
産
）
と
黄
ニ
ラ
（
岡
山
県
産
）

の
ち
ゃ
ん
こ
鍋
、
ガ
ラ
エ
ビ
（
瀬

戸
内
海
産
）
と
黒
大
豆
（
岡
山
県

産
）
の
甘
酢
あ
え
で
す
。

　

毎
年
１
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で

は「
全
国
学
校
給
食
週
間
」と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
市
で
は
こ
の
週
間

中
、
ボ
ラ
の
ぼ
っ
か
け
、
南
瓜
雑

煮
、
ど
ど
め
せ
な
ど
の
郷
土
料
理

を
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
他
に
も
交
流
給
食

と
し
て
、
瀬
戸
内
市
議
会
、
教
育

委
員
会
、
保
護
者
の
代
表
を
招
い

交流給食で大人も生徒も舌鼓

８
０
０
食

長
船
町
が

岡山県産の食材を使った献立

て
会
食
を
し
た
り
、
食
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
を
は
ぐ
く
む
取
り

組
み
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
づ
く
り
推
進
課　



初
心
者
も
楽
し
く

参
加
で
き
る
料
理

教
室
で
す
。

　

お
い
し
い
料
理

を
作
り
な
が
ら
材

料
の
切
り
方
や
魚
の
さ
ば
き
方
な

ど
の
基
本
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

今
回
は
寒
い
時
期
に
ぴ
っ
た
り

の
鍋
料
理
。
み
ん
な
で
心
も
体
も

ほ
っ
か
ほ
か
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

▽
場
所　

長
船
町
公
民
館

▽
日
時　

２
月
17
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

▽
参
加
費　

３
０
０
円
（
初
回
の 

　

人
の
み
）

※
材
料
費
が
別
途
必
要
で
す
。
金

　

額
は
、当
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
持
っ
て
く
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾
、

持
ち
帰
り
用
容
器
、
米
１
０
０
グ

ラ
ム

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
中
央
公
民
館

　

皆
さ
ん
は
、
同ど

う
だ
ぬ
き

田
貫
と
い
う
刀

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

時
代
劇
フ
ァ
ン
で
な
く
と
も
一

度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
フ
レ
ー

ズ
「
大
五
郎
！
」「
ち
ゃ
ん
！
」

で
有
名
な
「
子
連
れ
狼
」
の
主
人

公
の
刺
客
・
拝お
が
み
い
っ
と
う

一
刀
。「
破
れ
傘

刀
舟
悪
人
狩
り
」
の
主
人
公
の
蘭

学
医
・
叶
か
の
う
と
う
し
ゅ
う

刀
舟
。
こ
の
二
人
の

愛
刀
が
同
田
貫
で
す
。

同
田
貫
一
派
と
は

　

こ
の
同
田
貫
を
作
っ
た
一
派

は
、
肥
後
国
（
熊
本
県
）
を
拠
点

と
し
た
刀
匠
群
で
す
。
勇
猛
な
こ

と
で
知
ら
れ
た
名
将
・
加
藤
清
正

の
お
抱
え
工
で
、
武
用
刀
、
つ
ま

り
実
戦
向
け
の
豪
刀
を
多
く
作
り

ま
し
た
。
中
で
も
清
正
か
ら
兄
弟

そ
れ
ぞ
れ
に
一
字
を
与
え
た
「
左

馬
介
清・

国
」「
上
野
介
正・

国
」
が

有
名
で
す
。

　

熊
本
城
の
お
備
え
刀
も
同
田
貫

一
派
の
作
で
し
た
。
た
だ
、
清
正

没
後
は
主
君
に
殉
じ
た
の
か
、
作

刀
を
見
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
後

に
入
国
し
た
細
川
家
が
前
任
地
・

豊
後
高
田
の
刀
匠
を
採
用
し
た
か

ら
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　

同
田
貫
の
名
称
の
語
源
は
、
数

説
あ
り
、
代
表
的
な
も
の
は
次
の

二
つ
で
す
。

　

一
つ
は
、
斬
れ
味
説
。
死
体
を

田
の
畦あ
ぜ

に
乗
せ
胴
を
斬
っ
た
と
こ

ろ
、
田
ん
ぼ
ま
で
貫
い
た
の
で
，

以
来
「
胴
田
貫
」
と
呼
ば
れ
る
様

に
な
っ
た
と
い
う
説
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
地
名
説
。
同
田

貫
は
地
名
で
、
旧
熊
本
県
菊
池
郡

稗
方
村
同
田
貫
を
本
拠
地
に
し
て

い
た
た
め
と
い
う
説
で
す
。

　

同
田
貫
一
派
の
名
を
高
く
し
た

逸
話
は
、
明
治
20
（
１
８
８
７
）

年
に
行
わ
れ
た
明
治
天
皇
御
前
で

の
展
覧
兜
割
の
試
合
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
展
覧
試
合
で
た
だ
一

人
、
直
心
影
流
の
継
承
者
・
榊
原

健
吉
が
同
田
貫
で
明
珍
作
の
兜
を

三
寸
五
分
（
約
10・５
セ
ン
チ
㍍
）

斬
り
割
っ
た
こ
と
で
有
名
と
な
り

ま
し
た
。

肥
後
国
の
刀
匠
群

　

そ
も
そ
も
同
田
貫
一
派
は
い
き

な
り
出
現
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
鎌
倉
時
代
に
肥
後
国
菊
地

氏
の
招
聘
に
て
山
城
国
来
派
の
刀

匠
・
来ら

い
く
に
む
ら

国
村
が
移
り
住
ん
だ
こ
と

に
始
ま
り
ま
す
。
国
村
は
通
称
を

延
寿
太
郎
と
い
い
、
そ
こ
か
ら
一

派
を
延え

ん
じ
ゅ
は

寿
派
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　

南
北
朝
時
代
に
は
領
主
の
菊
池

氏
の
求
め
に
応
じ
、「
菊
池
千
本

槍
」
と
い
う
穂
先
が
短
刀
の
形
を

し
た
槍
を
考
案
し
ま
し
た
。

　

30
数
名
も
の
名
匠
を
輩
出
し
ま

し
た
が
、南
北
朝
の
合
一
に
よ
り
、

南
朝
方
で
あ
っ
た
主
家
の
衰
退
と

歩
み
を
同
じ
く
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
戦
国
時
代
に
、
延
寿

派
の
分
派
と
し
て
同
田
貫
一
派
が

出
現
し
ま
す
。
加
藤
家
の
改
易
に

よ
り
一
時
衰
退
し
ま
し
た
が
、
江

戸
後
期
に
は
、
同
田
貫
上
野
介
正

国
か
ら
数
え
て
十
代
目
の
宗
広
が

「
同
田
貫
延
寿
太
郎
宗
広
」
を
名

乗
り
再
び
興
隆
し
ま
す
。

　

熊
本
県
玉
名
市
亀
甲
に
は
同
田

貫
派
の
鍛
冶
場
跡
が
あ
り
、
子
孫

に
よ
る
墓
前
祭
が
行
わ
れ
て
お

り
、
本
年
は
四
百
歳
の
記
念
祭
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
同
田
貫
の
魅
力
を
余
す
こ

と
な
く
伝
え
る
特
別
展
「
豪
刀
・

同
田
貫
の
世
界
」
を
備
前
長
船
刀

剣
博
物
館
で
左
記
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

☎
☎
☎

BooKs

　

公
民
館
主
催
講
座
「
地
域
再
発

見
！　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
で
は
、

「
地
域
の
よ
さ
を
再
発
見
し
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、こ
れ
ま
で
上
寺
山
、

牛
窓
を
歩
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
子
ど
も
を
対
象
と
し

た
事
業「
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
同
時
開
催
で
す
の
で
、
親
子
で

参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

長
船
町
公
民
館
を
出
発
し
て
、

「
古
の
道
」の
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー

へ
出
か
け
ま
す
。
行
き
先
は
、
当

日
の
お
楽
し
み
で
す
。
郷
土
の
歴

史
に
詳
し
い
人
を
講
師
に
迎
え
、

現
地
で
説
明
を
行
い
ま
す
。

　

楽
し
く
健
康
的
に
歩
き
な
が
ら

長
船
町
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
遺
産

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

な
お
、
当
日
は
歩
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
集
合
場
所　

長
船
町
公
民
館

▽
日
時　

２
月
19
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

お
茶

▽
参
加
費　

１
０
０
円

※
初
め
て
参
加
す
る
人
は
登
録
料

　

と
し
て
３
０
０
円
が
必
要
で
す

　
（
大
人
の
み
）。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
中
央
公
民
館

　

本
当
に
地
球
は
丸
い
？
　
世
界
に
伝
わ
る
地
球
の
歴

史
と
地
理
を
探
り
ま
し
ょ
う
。
伝
説
に
出
て
く
る
地

球
の
姿
や
科
学
者
が
描
い
た
地
球
の
形
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
地
球
の
イ
メ
ー
ジ
が
出
て
き
ま
す
。
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
国
際
児
童
図
書
賞
受
賞
の
し
か
け
絵
本
で
す
。  

地
球
の
か
た
ち
を
哲
学
す
る

　
ギ
ヨ
ー
ム
・
デ
ュ
プ
ラ
…
文
・
絵
　
博
多
か
お
る
…
訳

世界のしくみがよくわかる   ニュースを読む技術
　池上彰…著

フリージャーナリストとして活躍する著者が、現在の
日本および世界情勢の具体的な事件や出来事をベース
にして、情報のつかみ方、歴史の読み方、今さら人に
聞けない世の中の仕組みを解説。この本を参考にあな
た流のニュースの読み方を見つけてみてください。

同
田
貫
初
代
・
上
野
介
（
正
国
）
作
の
刀

　日本刀の世界において、「豪刀」
の名をほしいままにする肥後同田
貫一派の刀。この同田貫一派の作
品を中心に約 50 点を展示します。
また、肥後国と同田貫の歴史、名
将加藤清正公との関係などさまざ
まな逸話を紹介します。

▽開催期間　２月２日（水）～３月
　27日（日）

▽会場　備前長船刀剣博物館

▽入館料　大人 500（400）円、高 ･大
　学生 300（250）円、中学生以下無料
※（　）は 20 人以上の団体料金
■問い合わせ先
　備前長船刀剣博物館　
　☎０８６９-６６ - ７７６７

特別展
豪刀・同田貫の世界

地
域
の
よ
さ
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
古
の
道
」
の
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー

 

集
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
！

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
手
作
り
ス

イ
ー
ツ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
簡
単
に
作
れ
る
レ
シ
ピ

を
取
り
上
げ
ま
す
の
で
、
お
菓
子

作
り
が
初
め
て
で
も
安
心
で
す
。

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
日
時　

 

２
月
12
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
参
加
費　

３
０
０
円（
材
料
費
）

▽
定
員　

15
人

▽
持
っ
て
く
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
中
央
公
民
館

 

料
理
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

 

男
の
台
所
講
座

　

公
民
館
主
催
講
座
「
男
の
台
所

講
座
」
は
、
男
性
を
対
象
と
し
た



も
、
使
い
捨
て
れ
ば
た
だ
の
ご
み

で
す
。
貴
重
な
石
油
資
源
の
無
駄

遣
い
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
製
造

過
程
や
、
ご
み
と
し
て
焼
却
処
分

さ
れ
る
際
に
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
ま
す
。

　

平
成
22
年
10
月
10
日
に
お
け
る

レ
ジ
袋
平
均
辞
退
率
は
、20・９
％

で
し
た
。
仮
に
、
岡
山
県
全
体
で

20
・
９
％
の
レ
ジ
袋
が
削
減
さ
れ

た
と
す
る
と
、
１
年
間
で
９
８
５

ト
ン
の
ご
み
を
減
量
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
二
酸
化
炭
素
約
７
、

５
０
０
ト
ン
の
排
出
を
削
減
で
き

る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
は
約
54
万

本
も
の
ス
ギ
の
木
が
１
年
間
に
吸

収
す
る
二
酸
化
炭
素
の
量
に
相
当

し
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
を
当
た
り
前
の
よ
う
に

も
ら
う
こ
と
を
見
直
し
て
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
出
さ
な

い
買
い
物
を
心
が
け
る
と
、
ご
み

の
減
量
だ
け
で
な
く
、
地
球
温
暖

化
の
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」
に
は
、

忘
れ
ず
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て

買
い
物
に
行
き
、
レ
ジ
袋
の
削
減

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
循
環
型
社
会
推
進
課

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
０
６

 

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い

 

動
物
由
来
感
染
症

　

動
物
由
来
感
染
症
と
は
、
ペ
ッ

ト
な
ど
の
動
物
か
ら
人
に
感
染
す

る
病
気
の
総
称
で
す
。

　

予
防
の
た
め
次
の
こ
と
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
飼
い
主
は
、
狂
犬
病
予
防

法
に
基
づ
き
、
飼
い
犬
の
登
録
、

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接

種
、
鑑
札
と
注
射
済
票
の
装
着
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

動
物
と
触
れ
合
う
際
に
は
、
餌

を
口
移
し
で
与
え
る
な
ど
過
剰
な

接
触
は
控
え
る
と
と
も
に
、
室
内

で
鳥
な
ど
を
飼
育
す
る
と
き
は
換

気
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
動

物
に
触
っ
た
り
、
砂
場
や
公
園
で

遊
ん
だ
り
し
た
場
合
は
、
必
ず
手

を
洗
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労

働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
制
度
で
す
。

　

最
低
賃
金
に
は
、
岡
山
県
内
の

す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
「
岡
山
県
最
低
賃

金
」
の
ほ
か
に
、
特
定
の
産
業
の

労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ

れ
る
「
特
定
最
低
賃
金
」
が
あ
り

ま
す
。

　

岡
山
県
特
定
最
低
賃
金
は
、
平

成
22
年
12
月
15
日
（「
船
舶
製
造・

修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業
」
は

平
成
22
年
12
月
19
日
）
か
ら
改
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
表
に
掲
げ
る
産
業
の
事
業

場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
特
定

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

講
習
の
種
類
に
よ
り
手
続
き
の
場

所
・
受
付
時
間
な
ど
が
異
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
や
最
寄
り
の
警
察
署
の

免
許
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

更
新
期
間
内
に
免
許
証
の
更
新

手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
免
許
の
効
力
を
失
う
と
と
も

に
、
免
許
を
受
け
て
い
る
期
間
が

中
断
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
海
外
旅
行
、
出
産
、
病

気
ま
た
は
負
傷
な
ど
に
よ
り
入
院

が
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
や
む

を
得
な
い
事
情
で
更
新
期
間
内
に

手
続
き
が
で
き
な
い
人
は
、
更
新

期
間
前
に
手
続
き
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。　

▽
更
新
に
必
要
な
も
の

　

・
運
転
免
許
証

　

・
更
新
連
絡
書
（
更
新
案
内
の
は

　

が
き
）

　

・
免
許
証
用
写
真
１
枚
（
運
転
免

　

許
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
す
る

　

場
合
は
原
則
不
要
）

　

・
手
数
料

　

・
高
齢
者
講
習
受
講
終
了
証
明
書

　
（
高
齢
者
講
習
対
象
の
人
の
み
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
７-

２
４-

２
２
０
０

 

募
集
し
ま
す

 

岡
山
県
育
英
会
東
京
寮
入
寮
生

　

岡
山
県
育
英
会
で
は
、
岡
山
県

出
身
者
で
首
都
圏
の
大
学
に
進
学

す
る
男
子
学
生
を
対
象
に
、
東
京

寮
の
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
す
る
場
合
は
、
出
身
高
校

ま
た
は
岡
山
県
育
英
会
に
あ
る
所

定
の
入
寮
願
、
履
歴
書
お
よ
び
家

庭
調
書
、学
校
長
証
明
の
調
査
書
、

健
康
診
断
書
を
岡
山
県
育
英
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
東
京
寮
の
概
要

　

・
所
在
地　

東
京
都
港
区
高
輪
３ 

　

丁
目
14-

21

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
人
が
学
ん
で
い

ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
、

文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

15
歳
以
上
の
人
は
、
１
科
目
か
ら

学
習
で
き
る
選
科
履
修
生
・
科
目

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

　

18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
を

持
っ
て
い
る
人
な
ら
ば
、
無
試
験

で
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で

き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
１
２
４

単
位
以
上
を
習
得
し
て
卒
業
す
る

と
学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
一
つ
の
分
野
を
体
系
的

に
学
び
た
い
人
に
は
、「
放
送
大

学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▽
出
願
期
間　

２
月
28
日
（
月
）

　

ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６-

２
５
４-

９
２
４
０

　

HPhttp://w
w
w
.ouj.ac.jp

　

・
構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　

り
４
階
建
て

　

・
寮
室　

45
室
（
１
室
２
人
）

　

・
寮
費　
年
額
１
６
８
、０
０
０
円

　

・
食
費　
月
額
２
１
、０
０
０
円

▽
応
募
資
格

　

県
内
に
居
住
す
る
世
帯
の
男
子

学
生
で
、
平
成
23
年
４
月
に
東
京

都
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
所
在
す
る

大
学
（
夜
間
部
を
含
む
）
の
第
１

年
次
生
と
し
て
入
学
（
ま
た
は
入

学
志
望
）
の
人

▽
募
集
人
員　

約
30
人

▽
申
込
期
間　

２
月
１
日
（
火
）

　

〜
２
月
28
日
（
月
）

▽
選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び

　

面
接
選
考
（
面
接
は
３
月
中
旬

　

に
実
施
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
（
財
）
岡
山
県
育
英
会
（
岡
山

　

県
生
涯
学
習
課
内
）

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
５
９
８

 

募
集
し
ま
す

 

放
送
大
学
４
月
生

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学

は
、
Ｃ
Ｓ
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を

　

野
生
動
物
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
病
気
に
感
染
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
の
飼
育

や
野
外
で
の
接
触
は
避
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

動
物
由
来
感
染
症
の
詳
し
い
情

報
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
動
物
由
来
感
染
症
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
７-

２
４-

９
５
１
２

　

厚
生
労
働
省

　

HP http://w
w
w
.forth.go.jp/

　

m
hlw
/anim

al/

 

改
定
さ
れ
ま
し
た

 

岡
山
県
特
定
最
低
賃
金

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃

金
法
に
基
づ
い
て
国
が
賃
金
の
最

低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ

 

ご
協
力
く
だ
さ
い

 

岡
山
県
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー

　

皆
さ
ん
、
環
境
に
優
し
い
買
い

物
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

県
で
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
事
業
者
、
消
費

者
・
環
境
団
体
、
市
町
村
と
協
働

し
て
、
毎
月
10
日
を
「
岡
山
県

統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」と
定
め
、

買
い
物
の
際
に
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ

な
い
「
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
」
の
呼

び
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
は
、国
民
一
人
当
た
り
、

１
年
間
に
約
３
０
０
枚
も
使
用
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

持
ち
運
び
に
便
利
な
レ
ジ
袋

　

18
歳
未
満
ま
た
は
65
歳
以
上
の

人
や
、
雇
入
れ
後
６
月
未
満
の
人

で
あ
っ
て
技
能
習
得
中
の
人
（
た

だ
し
「
鉄
鋼
業
」「
自
動
車
・
同

附
属
品
製
造
業
」「
船
舶
製
造
・

修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業
」
に

つ
い
て
は
雇
入
れ
後
３
月
未
満
の

人
で
あ
っ
て
、
技
能
習
得
中
の

人
）、
清
掃
ま
た
は
片
付
け
の
業

務
に
主
と
し
て
従
事
す
る
人
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
11
月
５
日
発

効
の
岡
山
県
最
低
賃
金
６
８
３
円

が
適
用
さ
れ
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
８
６-

２
２
５-

２
０
１
４

 

手
続
き
は
お
早
め
に

 

運
転
免
許
証
の
更
新

　

運
転
免
許
証
の
有
効
期
間
の
更

新
を
受
け
る
人
は
、
有
効
期
間
の

満
了
す
る
年
の
誕
生
日
の
前
後
各

１
カ
月
の
間
に
手
続
き
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

公
安
委
員
会
か
ら
免
許
証
の
住

所
地
あ
て
に
送
付
さ
れ
る
更
新
案

内
の
は
が
き
を
確
認
し
て
、
早
め

に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

は
が
き
の
な
い
人
は
、
更
新
時

東京寮から新生活をスタートしてみませんか

岡山県特定最低賃金

業種 時間額 　　　　　　      円

耐火物製造業 804

鉄鋼業 818

一般機械器具等製造業 798

電気機械器具等製造業 734

自動車・同附属品製造業 786

各種商品小売業 743

船舶製造・修理業、舶用機関製造業 817



瀬戸内市健康マラソン大会の
参加者を募集します

　市民の健康づくりを目的として、今年も
瀬戸内市健康マラソン大会を開催します。
　ファミリーコース（ランニング部門
1.8km・パフォーマンス部門 1.2km）の参
加者を募集します。温かい「せとうちシー
フードハッスル鍋」も用意しています。

▽開催日　２月 20 日（日）

▽受付時間　午前８時 30 分～午前９時
※ファミリーコースのみ午前 11 時まで受
　け付けます。

▽開会式　午前９時 10 分～

▽場所　邑久スポーツ公園

▽参加費　５００円
※雨天決行です（荒天中止）。
■問い合わせ・申込先
　瀬戸内市体育協会事務局
　☎０８６９-２２ - ２２１１１

「河デ釣スル男ノ子   田植テツダフ女ノ子」（竹久夢二   1915 年）

格安のカキ詰め放題は大人気！

御
買
上
と
な
っ
た
日
本
画
家
の

東
原
方ほ

う
せ
ん僊

（
長
船
町
福
岡
）、
山

陽
新
聞
賞
を
受
賞
し
た
版
画
家
の

木
村
彩さ

い
う
ん雲

（
邑
久
町
大
窪
）
な

ど
郷
土
出
身
の
芸
術
家
や
、
牛
窓

に
一
時
期
居
住
し
て
い
た
日
本

画
家
の
妹い
も
せ
へ
い
ぞ
う

背
平
三
、
牛
窓
オ
リ
ー

ブ
園
を
来
訪
し
、
そ
の
風
景
を

描
い
た
辻つ
じ
ひ
さ
し永、「
牛
窓
国
際
芸
術

祭
」（
１
９
８
４
〜
１
９
９
２
年

に
開
催
）
で
特
別
顧
問
を
務
め
た

池い
け
だ
ま
す
お

田
満
寿
夫
な
ど
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

　

ま
た
、全
国
各
地
の
鳥ち
ょ
う
か
ん
ず

瞰
図（
上

空
か
ら
斜
め
に
見
下
ろ
し
、
飛
ぶ

鳥
の
目
か
ら
み
た
よ
う
に
見
え
る

絵
）
を
描
き
「
大
正
の
広
重
」
と

も
評
さ
れ
た
吉よ

し
だ
は
つ
さ
ぶ
ろ
う

田
初
三
郎
の
牛
窓

の
鳥
瞰
図
や
、
釉
薬
を
用
い
た
京

焼
系
の
瀟し

ょ
う
し
ゃ洒な

焼
物
で
、
茶
道
具

と
し
て
高
い
評
価
と
人
気
が
あ
る

伝
統
工
芸
品
の
虫
明
焼
も
展
示
し

ま
す
。

▽
会
期　

２
月
20
日
（
日
）
ま
で

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
（
祝
日

　

を
除
く
）、
祝
日
の
翌
日
で
す
。

　

な
お
、
２
月
12
日
（
土
）
は
開

　

館
し
ま
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
観
覧
料　

大
人
４
０
０
円
、
団

　

体
（
20
人
以
上
）
３
０
０
円
、

　

中
学
生
以
下
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

 

無
料
に
な
り
ま
し
た

 

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

平
成
23
年
１
月
か
ら
次
の
３
つ

の
「
任
意
予
防
接
種
」
に
つ
い
て

は
、
無
料
で
接
種
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

接
種
回
数
な
ど
は
、
予
防
接
種

ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
各
医
療
機

関
ま
た
は
健
康
づ
く
り
推
進
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
と
な
る
予
防
接
種

①
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　

子
宮
頸
が
ん
の
主
な
原
因
と
な

る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
を
予
防
。
中
学

１
年
生
〜
高
校
１
年
生
相
当
年
齢

の
女
子
を
対
象
に
接
種
。

②
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

　

ヒ
ブ
と
呼
ば
れ
る
細
菌
に
よ
る

髄
膜
炎
や
喉
頭
蓋
炎
を
予
防
。
２

カ
月
〜
５
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
対

象
と
し
て
接
種
。

　

か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
検

　

査
を
受
け
た
人

※
平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
に
、 

　

母
子
保
健
ガ
イ
ド
に
添
付
さ
れ

　

て
い
る
「
妊
婦
一
般
健
康
診
査

　

依
頼
票
（
１
回
目
）」
を
使
っ

　

て
、
妊
婦
健
診
を
受
診
し
た
人

　

は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。
た
だ
し
、
１
回
目
の
妊
婦

　

健
診
で
こ
の
検
査
を
受
診
し
な

　

い
で
、
自
己
負
担
で
検
査
を
受

　

診
し
た
場
合
は
、
申
請
し
て
く

　

だ
さ
い
。

▽
対
象
と
な
る
検
査

　

平
成
22
年
10
月
６
日
以
降
に
実

施
し
た
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
抗
体
検
査

▽
助
成
額　
２
、４
２
０
円
（
上
限

　

額
）

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　

・
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
抗
体
検
査
報
告
書

　

・
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
抗
体
検
査
を
受
け

　
た
と
き
の
妊
婦
健
診
の
領
収
書

　

・
振
込
先
の
分
か
る
も
の

　

・
印
鑑

▽
受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
祝 

　

日
を
除
く
）　

午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課　

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

   

③
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

肺
炎
球
菌
に
よ
る
髄
膜
炎
や
肺

炎
を
予
防
。
２
カ
月
〜
５
歳
未
満

の
乳
幼
児
を
対
象
に
接
種
。

▽
対
象
者　

瀬
戸
内
市
民
で
、
市

　

の
契
約
し
た
医
療
機
関
で
当
該

　

予
防
接
種
を
受
け
た
人

▽
助
成
期
間　

平
成
23
年
１
月
４

　

日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

 

公
費
助
成
さ
れ
ま
す

 

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
抗
体
検
査

　

平
成
22
年
10
月
６
日
か
ら
、
妊

婦
健
診
時
の
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
（
ヒ

ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
Ⅰ

型
）
抗
体
検
査
の
費
用
が
公
費
助

成
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
こ
の
検
査
を
受
け

料
金
を
支
払
っ
た
場
合
、
市
へ
申

請
す
る
こ
と
で
、
支
払
っ
た
金
額

の
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
検
査
を
受
け
た
か
ど
う
か

の
確
認
は
、
医
療
機
関
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者　

平
成
22
年
10
月
６
日
 

郷
土
ゆ
か
り
の
作
家
を
紹
介
し
ま
す

 

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
常
設
展

　

本
市
は
何
人
も
の
芸
術
家
を
輩

出
し
て
お
り
、
瀬
戸
内
市
立
美
術

館
で
は
そ
の
作
品
を
い
く
つ
か
所

蔵
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
一

般
に
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

れ
ら
の
作
品
を
、
佐
竹
徳
画
伯
の

作
品
と
と
も
に
展
示
す
る
「
佐
竹

徳
と
瀬
戸
内
市
ゆ
か
り
の
作
家
た

ち
」
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

独
特
な
情
緒
、
哀
愁
の
漂
う
甘

美
な
絵
を
描
い
て
、
人
々
の
心
を

と
ら
え
た
竹
久
夢
二
（
邑
久
町
本

庄
）
や
文
展
・
帝
展
に
多
数
入
選

し
、
大
正
７
年
に
は
、
文
展
出
品

作
品
「
鶏
冠
花
」
が
貞
明
皇
后
の

育
成
を
目
指
し
ま
す
。

▽
募
集
対
象　

高
等
学
校
卒
業
以

　

上
（
３
月
に
卒
業
見
込
み
を
含

　

む
）、
ま
た
は
同
等
か
そ
れ
以

　

上
の
学
力
の
あ
る
人

※
教
養
生
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
出
願
期
間
（
必
着
）　

　
２
月
１
日（
火
）〜
３
月
22
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０-

０
６-

８
８
８
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

☎
０
４
２-
５
７
２-

３
１
５
１

　

HP http://w
w
w
.n-gaku.jp

 

お
い
し
い
魚
介
類
は
い
か
が
？

 

牛
窓
冬
の
味
覚
ま
つ
り

　　

日
本
の
エ
ー
ゲ
海
と
称
さ
れ
る

牛
窓
で
新
鮮
な
魚
、
カ
キ
の
お
い

し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
も
牛
窓
町
漁
業
協
同
組
合

の
主
催
で
「
牛
窓
冬
の
味
覚
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
６
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
（
売
り
切
れ

　

次
第
終
了
）

▽
場
所　

牛
窓
町
漁
業
協
同
組
合 

　
（
牛
窓
町
牛
窓
３
９
０
９-

１
）

▽
内
容

　

・
新
鮮
な
地
魚
、
カ
キ
の
販
売

　

・
魚
介
類
を
使
っ
た
惣
菜
の
販
売

　

　

・
カ
キ
大
鍋
汁
の
無
料
配
布
（
先

　

着
１
０
０
人
）

　

・
格
安
で
殻
付
き
カ
キ
詰
め
放
題

　
（
先
着
２
０
０
人
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

牛
窓
町
漁
業
協
同
組
合

　

☎
０
８
６
９- 
３
４- 

３
０
６
５

 

一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か 

 

わ
く
わ
く
閑
谷
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　　

岡
山
県
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー

閑
谷
学
校
で
は
、「
わ
く
わ
く
閑

谷
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し

ま
す
。

 

募
集
し
ま
す

 

市
営
住
宅
入
居
者

　　

市
で
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
団
地　

中
村
団
地
（
牛
窓

　

町
長
浜
３
６
３
０-

１
）

▽
規
格　

３
Ｄ
Ｋ（
簡
耐
２
階
建
）

▽
募
集
戸
数　

１
戸

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分　

▽
入
居
日　

３
月
１
日
（
火
）

▽
申
込
受
付
期
間

　

２
月
１
日
（
火
）
〜
14
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

建
設
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

　

さ
わ
や
か
な
春
の
閑
谷
で
自
然

観
察
を
行
い
、
閑
谷
学
校
の
歴
史

に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
で
す
。

▽
開
催
日　

３
月
６
日
（
日
）

▽
対
象
者　

小
学
生
以
上
の
子
ど

　

も
と
そ
の
保
護
者

▽
申
込
期
限　

２
月
25
日
（
金
）

　
（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

岡
山
県
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー

　

閑
谷
学
校

　

〒
７
０
５-

０
０
３
６

　

岡
山
県
備
前
市
閑
谷
７
８
４

　

☎
０
８
６
９- 

６
７- 

１
４
２
７

　

FAX
０
８
６
９- 

６
７- 

１
６
４
５

　

mailshizutani@
m
x51.tiki.ne.jp

 
募
集
し
ま
す

 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒　

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の

高
等
学
校
「
４
月
生
普
通
科
」
お

よ
び
「
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

専
攻
」
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

　

自
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ

（
通
学
）
の
併
用
に
よ
る
広
域
通

信
制
高
等
学
校
で
、
全
国
ど
こ
か

ら
で
も
入
学
可
能
で
す
。

【
高
等
学
校　

４
月
生
普
通
科
】

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の

放
送
を
利
用
し
た
特
色
あ
る
教
育

課
程
で
、
３
年
間
で
高
校
卒
業
資

格
を
取
得
で
き
ま
す
。
登
校
は
月

１
回
か
ら
２
回
で
す
。

▽
募
集
対
象　
中
学
校
を
卒
業
し

　

た
人
（
３
月
に
卒
業
見
込
み
を

　
含
む
）、
高
等
学
校
中
退
者
な
ど

▽
出
願
期
間
（
必
着
）　

　
２
月
１
日（
火
）〜
４
月
20
日（
水
）

【
高
等
学
校　

社
会
福
祉
コ
ー
ス
】

　

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入
学
可
能

で
す
。
住
み
や
す
い
地
域
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
多
様
な
生
活
課
題

に
対
し
て
幅
広
い
知
識
を
持
ち
、

自
ら
主
体
的
に
支
援
が
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の



●行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２

●心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４

●なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２

●住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９

●消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：くらしの相談員】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９

◇育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４

◇乳幼児こころの健康相談
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

○身体・知的障害専門相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日は別途お知らせ）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３

※各種相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。

健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5ヵ月児） 2 月 15 日（火） 平成22年 9月生

乳児健診
（9・10 ヵ月児） 2 月 16 日（水） 平成22年 5月生

1 歳６ヵ月児健診 2 月 9 日（水） 平成21年 7月生
2 歳児健診 2 月 10 日（木） 平成20年 10月生
3 歳児健診 2 月 23 日（水） 平成19年 8月生

子どもの健診

人の動き《平成 23年 1月 1日現在》
人口 ３９，３０８人 （－　７）
男 １８，７０７人  （－　１）
女 ２０，６０１人 （－　６）
世帯 １４，５８５戸 （＋１５）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分

1/30 1/31 1
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

2
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

3
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

4
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

5
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

6 7 8
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

9
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

10 11  建国記念の日 12
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

13
体協　歩こう会
　安仁神社参拝コース
　9：00
　邑久スポーツ公園
体協　春季バレーボール大会
　8：30 ～
　牛窓体育館

14  
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

15
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

16
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
●住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

17
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所
●消費生活相談
　9：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

18
◇乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

19
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

20
体協　健康マラソン大会
　8：30 ～
　邑久スポーツ公園

21　 22  
◇育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

23
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

24  
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

25
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
◇離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船

26

27
体協　スキー教室
　6：00 ～（日帰り）
　大山　中の原・上の原スキー場

28
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

3/1 3/2
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

3/3 3/4 3/5

      　　2011　February
2 生活習慣病教室

　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催しています。
興味のある人は、ぜひご参加ください。

▽日時　２月 17 日（木）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「ロコモティブシンドロームについて」

▽定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽参加費　５００円（食事付き）　１００円（食事なし）
■問い合わせ・予約先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

在宅難病患者・家族の集い

　岡山県備前保健所では、難病患者とその家族を対象に在宅難
病患者・家族の集いを開催します。  療養生活の大変さを忘れて、
楽しいひとときを過ごしましょう。
　なお、参加に当たっては、申し込みが必要です。

▽日時　２月 23 日（水）　午前 10 時～午前 11 時 30 分（受け
　付けは午前９時 45 分～）

▽場所　中央公民館

▽テーマ　「笑いと健康　輝く笑顔イキイキ元気」

▽講師　滝川雅之氏（ハロー歯科院長・日本笑い学会岡山笑わ
　ん会支部会長）

▽申込期限　２月 18 日（金）
■問い合わせ・申込先
　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４

年金相談

　年金事務所の職員が年金の相談に応じます。

▽日時　２月 24 日（木）　午前 10 時～午後３時

▽場所　ゆめトピア長船

▽相談料　無料
■問い合わせ先
　市民課　☎０８６９-２２ - １７９０

あじさい講座

　在宅介護支援センターあじさいでは、地域福祉の向上を図る
ことを目的に下記のとおりあじさい講座を開催します。
　なお、当日は、介護用品の展示も行います。

▽日時　２月５日（土）　午後 10 時～正午

▽場所　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜 1745-1）

▽テーマ　「相続・遺言について」

▽講師　桔梗博允氏（岡山県司法書士会・司法書士）　　　

▽参加費　無料（事前連絡は不要）
■問い合わせ先
　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９-３４ -６３６６

介護教室

　邑久在宅介護支援センターは、在宅介護に関する総合的な相
談に応じています。また、介護教室などを開催しています。

▽日時・場所
①２月 10 日（木）　午後１時 30 分～午後３時 30 分　中央公民館
②２月 16 日（水）　午前 10 時～正午　裳掛コミュニティセンター

▽テーマ　「脳卒中の予防はすべてに通じる」

▽講師　宮原伸二氏（神戸親和女子大学教授・医師）　　

▽参加費　無料
■問い合わせ先
　邑久在宅介護支援センター　☎０８６９-２２ - ９５０３

 　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://sports.geocities.jp/setouchi_taikyo/

月納期の市税・保険料
固定資産税【４期】　国民健康保険税【６期】
介護保険料【６期】　後期高齢者医療保険料【４期】
※納付期限は２月 28 日（月）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

各種相談



①１歳の赤ちゃんの写真
　両親の名前、赤ちゃんの生年月
日、両親からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
で政策調整課へ送付してください。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　政策調整課
　☎０８６９- ２２ - １１１３
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp
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※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

おいしい料理と楽しいお話で国際交流しませんか
ＤＢＯＣベトナム料理教室

国際交流を推進する会
「Ｄ

デ ー ボ ッ ク

ＢＯＣ」では、活動
の一環として、ベトナム
料理教室を開催します。
ベトナム料理は、中国や
植民地統治を行ったフラ
ンスの影響を受けてクセ
がない味付けが特徴で
す。レシピは、ゴイクォ

ンとチャオ・ガー。ゴイクォンは、ライスペーパーにレタス、香草、
ビーフン、ニラ、豚肉、エビなどの具を包んだ生春巻きです。チャ
オ・ガーは、朝食としてよく食べられる鳥の雑炊です。ナンと小さ
いカリーも用意しています。ベトナムの首都ハノイでの暮らしや食
べ物についてのお話を聞きながら楽しい時間を過ごしましょう。

▽日時　２月 26 日（土）
　午前 10 時～午後１時

▽場所　中央公民館

▽講師　ビドゥル・バニ
　ヤさん、ゴダールデウ・
　ハバタルさん

▽参加費　１人５００円

▽定員　25 人（先着順）
※２月 21 日（月）まで
　に申し込んでください。

▽持参する物　三角巾、布巾、エプロン
※料理を持ち帰る場合は、タッパーなどの容器を持ってきてください。
■問い合わせ・申込先
　ＤＢＯＣ代表　佐藤さん　☎０８６９-２２ - ０３８８

寒い時期にはぴったりの鳥雑炊チャオ・ガー寒い時期にはぴったりの鳥雑炊チャオ・ガー

ハノイ市民の憩いの場、ホアン・キエム湖ハノイ市民の憩いの場、ホアン・キエム湖


